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介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
む
か
っ
て 
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介
護
保
険
制
度
の
内
容
の
変
革
・
骨
格
が
変
わ
る
の
は
、
既
成
事
実
と
し
て
誰
も
が
不
思
議
に

思
わ
な
い
時
期
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
政
治
家
も
介
護
保
険
の
変
更
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
反
対
も
賛

成
も
し
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
問
題
が
、
将
来
日
本
中
で
少
子
高
齢
化
と
し
て
、
大
き
な
問
題
に

な
る
こ
と
を
知
ら
な
い
感
じ
で
す
。 

国
を
治
め
る
法
律
が
ド
ン
ド
ン
変
わ
っ
て
行
く
の
は
、
対
応
す
る
国
民
に
と
っ
て
は
迷
惑
な
こ

と
で
す
。
そ
の
制
度
が
で
き
る
と
き
に
、
も
っ
と
真
剣
に
考
え
て
く
れ
な
く
て
は
困
る
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
「
介
護
保
険
制
度
」
を
作
る
と
き
か
ら
「
制
度
」
そ
の
も
の
が
不
完
全
だ
と
分
か

り
き
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
さ
せ
る
た
め
の
や
り
方
な
の
か
、
そ
れ
と
も
不

完
全
さ
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
内
容
を
変
え
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に
き

て
い
る
の
で
す
。 

こ
れ
か
ら
は
時
代
の
趨
勢
と
し
て
「
認
知
症
（
痴
呆
症
）
」
の
方
々
が
ま
す
ま
す
増
え
続
け
て
行

く
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
近
い
将
来
に
は
「
介
護
福
祉
の
施
設
」
は
、
名
実
と
も
に
「
認
知
症

の
施
設
」
と
な
っ
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
者
の
時
代
と
な
り
、
今
後
十
年
、
十

五
年
先
は
、
そ
の
よ
う
な
形
で
介
護
保
険
は
認
知
症
の
保
険
と
い
う
形
で
進
む
の
で
し
ょ
う
。 

戦
前
戦
後
「
死
に
至
る
病
」
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た
結
核
も
新
薬
が
開
発
さ
れ
て
解
決
す
る
迄
に

二
、
三
十
年
は
要
し
ま
し
た
。
認
知
症
の
解
決
に
も
、
今
後
二
十
五
年
以
上
は
必
要
と
す
る
の
か
、

先
の
事
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
人
間
の
叡
智
が
解
決
し
て
く
れ
る
も
の
と
夢
に
見
な
が
ら

施
設
の
運
営
を
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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この表は「全国老人福祉施設協議会だより」平成１７年 6月号の記載より抜粋したものです。 
まだ大筋ではありますが、利用者様のご負担金額が所得に応じて変わるとされております。この所得に

対して数段階に分類されます。これらの分類は利用者様・ご家族様が自らの段階を認識することが出来

ない為、最寄りの地区保健福祉センターへ（負担限度額認定）の申請が必要となります。平成 17年 10
月実施にあたり、8月頃から申請を受け付けるという事ですので、お忘れなく申請確認をしてください。 
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よ
う
や
く
暖
か
い
日
が
続
く
様
に
な
り
ま
し
た
。
入
居
者
様
の
気
分
転
換
を
図
る

為
に
、
少
し
づ
つ
散
歩
を
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
様
子
を
掲
載

し
て
み
ま
し
た
。 

                       

                            

「
お
散
歩
」
の
様
子 

八重桜見学（内郷白水町）５/２ 
 八重桜が満開だと教えて頂き見学
に行ってきました。 

美
空
ひ
ば
り
記
念
碑
の
前
で
「
乱
れ
髪
」
を

聴
き
、
懐
か
し
が
る
様
子
で
し
た
。
ま
た
、
毎

日
眺
め
て
い
る
海
も
、
近
く
で
見
る
と
波
の
迫

力
・
潮
騒
・
潮
風
が
と
て
も
新
鮮
で
あ
り
、
大

変
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
直
後
、

い
き
な
り
の
雨
に
慌
て
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

豊
間
海
岸
「
塩
屋
崎
灯
台
」 

美
空
ひ
ば
り
記
念
碑
前
に
て
撮
影 

 
施
設
の
中
で
も
天
気
が
良
け
れ
ば
、
正
面
玄
関
前
に
集
合
し
て
（
右
側
の
三
枚
の
写
真
）、
全
員
で

ラ
ジ
オ
体
操
や
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
職
員
に
よ
る
「
マ
ツ
ケ
ン
サ

ン
バ
」
も
披
露
し
て
楽
し
く
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

 

左
側
の
写
真
は
、
二
階
の
塩
屋
岬
広
場
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）
に
あ
る
テ
ラ
ス
で
海
を
眺
め
な
が
ら
、

歌
を
歌
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
最
後
は
み
ん
な
で
お
や
つ
を
頂
き
ま
し
た
。
外
で

食
べ
る
お
や
つ
は
、
ま
た
格
別
で
し
た
。 

 

※
日
光
浴
は
、
骨
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
吸
収
し
易
く
す
る
働
き
が
有
り
骨
を
丈
夫
に
し
ま
す
。
適
度

の
運
動
と
日
光
浴
を
し
て
頂
く
事
で
、
骨
折
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
是
非
試
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。 



落語家 

桂 竹丸師匠 

落語家 

春風亭昇輔師匠 

太神楽 

鏡味 正二師匠 
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日
本
ア
ッ
プ
ジ
ョ
ン
（
株
）「
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」
平
成
八
年
六
月
号
に
掲
載
か
ら 

 

第
九
十
三
回
「い
わ
き
の
納
涼
寄
席
」の
案
内 

本名 徳 永 良 治 
昭和 32 年 3 月 26 日生まれ 
鹿児島県鹿屋市出身 
 
昭和 56 年 1 月 

四代目桂米丸に入門 
昭和 60 年 5 月 二ツ目昇進 
平成 05 年 8 月 真打昇進 
平成 02 年 
NHK 新人演芸大賞入賞 

平成 03 年 
国立演芸場「花形演芸会」

銀賞受賞 
平成 3 年 
NHK 新人演芸大賞最優 

本名 松 田 正 史 

昭和４７年１２月４日生まれ 

埼玉県新座市出身 

 

平成 10 年 3 月 

 鏡味繁二郎先生へ入門、名

前を正二郎  

  

本人の一言「楽しんでもらえる

ような芸人になりたい」 

本名 千 頭 弘 典 
昭和 43 年 1 月 30 日生まれ 
高知県高知市出身 
 
平成 4 年 8 月 

師匠柳昇に入門、「柳吾」
で前座になる。  
平成 4 年 9 月 
 浅 草 演 芸 ホー ル で 初 高
座、演題「狸札」。  
平成 8 年 9 月 
 二ツ目に昇進「昇輔」に改
名。  
平成 15 年 6 月 
 春風亭鯉昇門下へ移籍。 

ご家族、お 友達お 誘い
の上お いで 下さ い 
 
―笑う 門に は福来る
と いいます。 

笑いは家族円満― 

※当日は「いわき踊
り」があり、会場近
辺の混雑が予測さ
れます。また交通制
限等も御座います
ので余裕を持って
お越しください。 

（現在 93回目です。） 



介
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介
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葉 
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私
が
入
社
し
て
九
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
初
め
て
の
仕

事
で
戸
惑
う
事
ば
か
り
で
し
た
が
、
先
輩
ス
タ
ッ
フ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
少
し
づ
つ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

仕
事
を
し
て
「
介
護
」
と
い
う
も
の
は
、
奥
の
深
い
も
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
「
命
」
の
重
さ
を
感
じ
ま
す
。 

 

日
々
、
勉
強
し
、
反
省
を
す
る
毎
日
で
す
。
未
熟
者
で

は
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
様
が
安
心
し
て
過
ご
せ
ま
す
よ

う
に
、
緊
張
感
・
笑
顔
を
忘
れ
ず
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

           

  

『
望
洋
荘
』
の
各
部
門
の
内
部
の
紹
介
を
し
ま
す
。
今
月

は
「
塩
屋
崎
海
岸
通
り
」
で
す
。 

                    

塩
屋
崎
海
岸
通
り
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
短
期
入
所
さ
れ
る

方
々
が
利
用
さ
れ
る
ユ
ニ
ッ
ト
で
す
。
定
員
は
十
名
で
あ

り
、
七
人
の
職
員
が
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
開
設
か
ら
七

十
七
名
の
方
が
利
用
し
て
お
り
、
利
用
日
数
は
様
々
で
、

一
泊
〜
三
十
泊
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。 

 

現
在
の
利
用
率
で
す
が
、（
六
月
一
日
〜
三
十
日
）
二
十

五
人
の
方
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
七
四
・
三
％
の
利
用
率

で
す
。 

居
室
部
門
と
し
て
（
塩
屋
崎
ユ
ニ
ッ
ト
） 

塩
屋
崎
海

岸
通
り
に
は
各
室
ト
イ
レ
を
完
備
し
た
一
丁
目
一
、
二
、

三
、
五
、
六
番
地
の
五
つ
の
居
室
三
丁
目
一
、
二
番
地
の

二
つ
の
居
室
さ
ら
に
二
丁
目
に
は
、
お
風
呂
と
ト
イ
レ
を

完
備
し
た
一
、
二
、
三
番
地
の
三
つ
居
室
が
あ
り
、
全
部

で
十
居
室
が
あ
り
ま
す
。 

 

利
用
者
様
の
様
子
で
す
が
、
日
中
は
リ
ハ
ビ
リ
体
操
や

ボ
ー
ル
遊
び
・
ゲ
ー
ム
、
時
に
は
ベ
ラ
ン
ダ
に
て
日
光
浴

を
し
な
が
ら
歌
を
歌
っ
た
り
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
利
用
者
様
か
ら
昔
の
話
を
聞
い
た
り
、
料
理

の
コ
ツ
や
生
活
の
知
恵
な
ど
色
々
教
え
て
戴
く
事
も
あ
り
、

利
用
者
様
同
士
や
職
員
共
に
情
報
交
換
の
場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
利
用
者
様
の
顔
ぶ
れ
が
変
わ
り

ま
す
が
、
利
用
者
様
の
滞
在
期
間
中
は
、
楽
し
く
快
適
に

過
ご
せ
る
様
、
職
員
が
協
力
し
合
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

        

編
集
後
記 

『
望 

洋 
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便
り 

平
成
十
七
年
六
月
一
日
発
行 

発
行
所 
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『
望
洋
荘
』
に
住
ん
で
み
て 

第
六
話 

今
月
の
言
葉
そ
の
⑰
（
倫
理
研
究
所
編
標
語
集
か
ら
） 

 

塩
屋
崎
海
岸
通
り
へ
は
、
正
面
玄
関
を
入
り
直
ぐ
左
へ

曲
が
り
奥
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
の
右
側
の
階
段
を

二
階
に
上
が
っ
り
左
に
向
い
ま
す
と
入
口
が
あ
り
ま
す
。 

 

ホ
ー
ル
に
入
る
と
掲
示
板
に
は
多
く
の
折
り
紙
細
工

が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
中
央
に
行
き
ま
す
と
、
図

書
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
入
居
者
様
が
自
由
に
本
を
読
む
事

が
出
来
ま
す
。 

正
面 

玄
関 


